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八尾コミュニティセンター
２０２１年１１月６日（土）

静岡県立大学

細川光洋

没後50年
越中おわら節復興の功労者

小谷契月
惠太郎 1902～71.6.2

川崎順二
1898～1971.11.11

「越中おわら発祥の地」碑

1971（昭和46）年風の盆に除幕式 現.八尾おわら資料館脇 八尾町オワラ研究会 ５月頃発足

橋爪秀太郎町長を中心に。

第一回全国民謡大会（５月12-13日）
神田青年会館 江尻豊治等出演

「契月」名の最初のおわら掲載（8月）

☛ 2021年は、近代おわら節100年の年

近代おわらの起点
1921（大正10）年
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川崎順二
1898～1971（昭和46）11.11

おわら中興の祖

越中八尾民謡おわら保存会

初代会長（昭和4年）医師
甚六会のリーダーとして

著名人を八尾に招聘。

号「壺中庵」。

著名人たちの八尾への招聘

翁久允
雑誌「高志」主宰

小杉放庵
「八尾四季」作詞

長谷川剣星『八尾のかたりべ』

気がねなしの惣領の甚六。明治三十五年～四十
年生まれの八尾の惣領で造った甚六会はすばらし
い遊び上手の連中であった。

八尾町ではこんな面白い奇妙な集団がおそらく
出来たことがないだろう。昭和の初年頃から日支
事変に入る昭和十年頃までが最盛期であった。

八尾町のルネッサンス おわらの復興

八尾甚六会 長谷川剣星
保一 1907～87

甚六会（八尾のかたりべ）

おらあちゃだって都で学問すれば菊
池寛や芥川龍之介や高浜虚子にもひ
けをとらない……仕方のない事だと
郷里から放してくれることのない惣
領の自分に対する反駁であったかも
しれなかった

唄で濡れたか夜露を着てか

鬢がほつれた オワラ風の盆
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小谷契月
惠太郎 1902～71.6.2

1939年5月(36歳） 八尾文化の至宝

八尾を代表するおわら詩人。

民謡詩人。日本画家。

詩集『影灯籠』『仏法僧』

雁の翅欲しいや

海山越えて 妾ァ逢いたい
オワラ 人がある

小谷契月作品集

2021.6.2 桂書房刊

監修 小谷剣司氏

補 小谷三佳氏

編 細川光洋

小松朗氏

序文 長谷川洌氏

北日本新聞 2021.6.2 詩稿ノート（黒革）

小曲・民謡詩

ペン字清書分の小曲・
民謡詩43篇ほか。

大正期に好んで用いら
れた特徴的な図案文字
で書かれている。
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民謡おわら自撰集

幻の第一民謡集

『影燈籠』収録作品に
「影トロウ」と書入れ。

ちょいと見たとこ面白そ
うに わたしや灯にまう
オワラ 影燈籠

戦時篇・戦争篇

戦争への思いを詠む

芋粥や拾三人の大家族

疎開人我れに馴みて蓖麻の
秋

二三日敵機来たらず梅雨晴
るゝ

ついに見えない遺骸を探す
神通川の草いきれ

万劫末代戦争は御めん
戦知らずの国建てよ

民謡おわらの街

初出「郷土風景」
昭和８年８月号

北陸タイムス掲載版
昭和８.８.27,29,30

民謡おわらの街スケッチ
林秋路画

（一）城ヶ山からの眺め
昭和11.9.6 北陸タイムス

（四）眼鏡橋 ※（五）

昭和11.9.11 北陸タイムス
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林秋路
正雄 1903～73

おわら板画家/俳人 おわら踊り絵

民謡おわらの街

優しい人情、美しい自然
の風物にかもされ、それ
が永い間の文化の変遷、
民情の推移に培はれて自
ら生まれ出たものこそ本
統の民謡だと思ひます。

この大切なおわらを猶よ
りよく永久に保存せなけ
れば……

☛ 契月・川崎順二の願い

科学研究費学術研究助成基金助成金

基盤研究Ｃ 17K02457

ご清聴ありがとうございました
引き続き、座談会をお楽しみ下さい

小谷剣司・小谷三佳・小松朗

（司会進行）細川光洋
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契月のおわら・詩を語る

契月の作品から、好き
なおわらを５首、詩を
１作選んでみました。

☚契月第二民謡集
『仏法僧』表紙

「榧の実」幻の第四輯発見

小谷契月と長谷川剣星の
同人誌「榧の実」はこれ
まで三号までしか存在が
知られていなかった。

昭和４年３月３０日発行

挿画は『おわらぶし』歌

詞集と同じ井波一吟

契月の武者姿

昭和３年１１月
奉祝仮装行列

自作戯曲
「松並木」

画人契月
「義経初陣」

「為朝参着」
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契月画「衝立」
松崎家所蔵

「洞窟の頼朝」
翻案作

「義経」

父・祖父としての契月

立冬の立山三座かくも晴れ 契月

ご清聴ありがとうございました


